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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月18日(2015.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、
　第２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に狭持される液晶とを有する液晶表示パネルを備え
、マトリクス状に配置された複数の画素を有する液晶表示装置であって、
　前記第２基板は、タッチパネルの検出電極を有し、
　前記各画素は、画素電極と対向電極とを有し、
　前記対向電極は、複数のブロックに分割されており、
　前記分割された各ブロックの対向電極は、連続する複数の表示ラインの各画素に対して
共通に設けられており、
　前記分割された各ブロックの対向電極は、前記タッチパネルの走査電極を兼用し、
　低消費電力のスタンバイモード時に、前記複数の検出電極だけを使用して、タッチの有
無を検出する手段を有し、
　前記スタンバイモード時に、隣り合う２本の検出電極の一方にタッチ検出用の電圧を印
加し、他方の検出電極を検出電極として使用することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　第１基板と、
　第２基板と、
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　前記第１基板と前記第２基板との間に狭持される液晶とを有する液晶表示パネルを備え
、マトリクス状に配置された複数の画素を有する液晶表示装置であって、
　前記第２基板は、タッチパネルの検出電極を有し、
　前記各画素は、画素電極と対向電極とを有し、
　前記対向電極は、複数のブロックに分割されており、
　前記分割された各ブロックの対向電極は、連続する複数の表示ラインの各画素に対して
共通に設けられており、
　前記分割された各ブロックの対向電極は、前記タッチパネルの走査電極を兼用し、
　前記分割された各ブロックの対向電極には、対向電圧とタッチパネル走査電圧とが供給
され、
　低消費電力のスタンバイモード時に、前記複数の検出電極の中の１つおきの検出電極を
、仮走査電極として機能させ、前記仮走査電極として機能する各検出電極に前記タッチパ
ネル走査電圧を供給する手段と、
　低消費電力のスタンバイモード時に、前記仮走査電極として機能する検出電極以外の検
出電極で検出された検出電圧に基づき、タッチの有無を検出する手段とを有することを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　前記分割された各ブロックの対向電極に、前記対向電圧と前記タッチパネル走査電圧と
を供給する駆動回路を有し、
　低消費電力のスタンバイモード時に、前記駆動回路は、前記仮走査電極として機能する
各検出電極に前記タッチパネル走査電圧を供給することを特徴とする請求項２に記載の液
晶表示装置。
【請求項４】
　前記仮走査電極として機能する複数の検出電極毎に設けられ、それぞれ前記仮走査電極
として機能する各検出電極に接続される複数の第１スイッチ回路を有し、
　低消費電力のスタンバイモード時に、前記複数の第１スイッチ回路が順次オンとなり、
前記仮走査電極として機能する検出電極に前記タッチパネル走査電圧を供給することを特
徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記複数の検出電極毎に設けられ、前記各検出電極に接続される複数の積分回路を有し
、
　前記仮走査電極として機能する複数の検出電極に接続される前記積分回路は、第２スイ
ッチ回路を介して、前記仮走査電極として機能する複数の検出電極に接続され、
　低消費電力のスタンバイモード時に、前記第２スイッチ回路がオフとされ、かつ、前記
仮走査電極として機能する複数の検出電極に接続される前記積分回路がオフとされること
を特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
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